
様式第６号(第１７条関係）

開　会

閉　会

会議録の作成方法

□  要綱第３条第２号該当：

次第及び公開・一部
公開・非公開の区分

□  要綱第３条第３号該当：

　要点記録

会議録署名の指定

 三浦　真由美、多賀　久仁子、杉山　渉、羽鳥　一子、松本　久男、

 佐藤　敦子、篠江　正則、藤崎　稔、八木原　みき、畠 秀和

（出席人数：４人)

（出席人数：３人）　

　１ 次第
　２ 資料１：次期（第10期）自立支援協議会に向けた準備について
　３ 資料２：震災に関するアンケート調査　集計

会　議　録

会議の名称 　第６回 春日部市自立支援協議会（第９期）

開 催 日 時     令和７年２月１９日（水）

事 務 局

午前・午後　　２時３０分

(３－１)

説 明 者
そ の 他

午前・午後　　１時３０分

　１ 開会

　２ あいさつ

　３ 委員及び専門部会長の紹介

　４ 議事録署名人の選任

　５ 議事
　（１）次期（第10期）自立支援協議会に向けた準備について
　（２）震災に関するアンケート調査の結果について
　（３）その他

　６ 閉会

一部公開・非公開
の場合はその理由

□  要綱第３条第１号該当：

 障がい者支援担当主幹：榎本　雅明

出
　
席
　
者

□  要綱第３条第４号該当：

 障がい者支援担当主査：清水　亜由美

（出席人数：１３人)　  野村　善晶、土橋　栄子、飯澤　育世、

　春日部市役所２階　会議室２０３

 障がい者支援課長　　：染谷　学

開 催 場 所

委員氏名

議長(会長等)氏名 　会長　野村　善晶

配 布 資 料

　山寺　信行、新坂　祐紀、山田　彩、樋上　秀



　　　　　【議長の就任】

随時運営委員会にお諮りいただく予定である。

　では、ご協力いただいた団体に、後日アンケート結果を郵送します。

　次第４：【議事録署名人の選任：篠江　正則 委員】

　選出団体ごとに事情もあるでしょうから、委員の継続が難しい場合は

個別に事務局あてご連絡ください。

いくつかの施設に回答を依頼したもので、対象施設は、アンケート

これから話を進めていく、というとことでよいのか。

　最終的には、令和７年９月に全体会を開催し、委員の皆様に承認を

頂いてから第10期をスタートするということを想定している。

　今後の協議会について、何人の体制でやるとか、人数といったものは

　どのような組織になるか、特に専門的な協議をしていただくにあたって、

事務局

　現在の委員の皆様方におかれましては、令和７年１０月まで委員を継続

発　言　者

　次第３：【委員及び専門部会長の紹介】

　　　　　【会議成立の報告：委員１６人中１３人出席】

(３－２）

発言内容　・　決定事項

事務局

　春日部市自立支援協議会要綱第５条２項の規定に基づき、野村会長が

議長となる。

　次第２：【あいさつ】

　　　　　【傍聴人の有無について確認＿傍聴人：２人】

　次第１：【開会】

議　長　 　　　　　【会議公開の宣言】

【議題（１）次期（第10期）自立支援協議会に向けた準備について】

事務局

　次第５：【議事】

【資料１に基づき説明】

【他に意見および質問等はなく、次期（第10期）自立支援協議会に向けた

事務局

準備について承認】

事務局

松本　委員

多賀　委員 　アンケートに協力した方は結果を知りたいと思います。

【意見を求める】

　今回のアンケートは、広く市民を対象としたものではなく、

掲載したのか。

議　長

【意見および質問等を求める】

多賀　委員 　アンケートは、広く市民に配ったのか、また、市のホームページにも

事務局 【資料２に基づき説明】

議　長

していただきますよう、お願いします。

結果の回収率内訳欄に記載のとおりである。

事務局

どのような分野の方を委員にお呼びするかといった話は、検討し、

【議題（２） 震災に関するアンケート調査の結果について】

議　長



　議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。

　　令和７年　３月　５日

署名者の職・氏名
自立支援協議会委員　篠江　正則

事務局 【閉会】

事務局 （１）基幹相談支援センターの設置予定について

【議題（３）その他について】

次第６：【閉会】

副会長 【閉会のあいさつ】

（２）日中支援型グループホームの報告・評価を３月運営委員会で実施予定

　今後も皆様からのご意見も踏まえて、いい方法を探っていきたい

と思うので、今後ともご協力をお願いします。

【他に意見及び質問等はなく次の議題に進む】

色々な問題があったりする。

発　言　者 発言内容　・　決定事項

松本　委員 　アンケートに回答したのは、施設利用者か、それとも施設職員なのか。

事務局

最終的には、とある入所施設に特別に受け入れてもらった。」という

記事があった。

不安を強く感じたり、避難に当たって必要なものや避難所での生活に

対象としていない。

議　長 　アンケート結果を見ると、大体の方が避難所に行くことについて、

どちらとも言えない、いいえと回答していたり、8割以上の方が

(３－３)

含めて、いろいろな検討を進めていきたいと思う。

　身体障害者福祉会でも、障がい者の立場から防災に関する講演会を

　春日部市においても災害が起きれば、大変なことになると思う。

指定避難所で生活する場合に不安なことがある、と答えたりしている。

「能登で地震が起こった際に、自閉を持つ方とご家族について、

行ったが、アンケート結果にも書かれているような心配なことが

上がっていた。逃げていく際に負担になるのではないか、障害が

自宅から一時避難所に行くのがとても大変で、なおかつそこでは

受け入れられず他の避難所にも回ったりと、大変な思いをした。

松本　委員

　今後、このアンケートをもとに、また、全市民を対象に行うのかも

　障がい者の方と、その家族を回答対象としている。教員や、施設職員は

議　長 　いろいろな障がいの方がいて、それぞれの障害特性により恐怖や

ある場合、簡易トイレは使いづらいのではないかといった問題が出ていた。


